平成２９年度　鶴岡市子ども読書活動推進委員会　会議概要
○日　時　平成３０年１月２４日(水)　午後１４時～

○会　場　鶴岡市立図書館　講座室

○次　第　　　委嘱状交付

１．開会

　　　　　２．教育長あいさつ

　　　　　３．報告
　　　　　４．協義
　　　　（１）推進計画事業の実施状況及び今後の方向性について(資料１)
（２）平成３０年度子ども読書アンケートの実施について
（３）その他
　　　参考資料（資料２）子供の読書活動の推進等に関する調査研究
(資料３) 都道府県及び市町村における子ども読書活動推進計画の

策定状況について

　　　　　　　　　　　（資料４）第３次山形県子ども読書活動推進計画
５．その他
　　　　　６．閉会
　　　　　
○出席委員

　樋渡美智子委員長、井上裕子委員、伊藤吉樹委員、佐藤潤子委員、
本間俊美委員、菊池淳子委員

○欠席委員

　　三浦洋介副委員長、宮島昭子委員、阿部正道委員
○市側出席職員
教育長　加藤忍、教育部長　石塚健、学校教育課長　尾形圭一郎、社会教育課長　鈴木晃、
健康課長　五十嵐英晃、子育て推進課長　富樫美代、図書館長　松浦幸子、

学校教育専門員　眞坂敦子、社会教育課社会教育主査　五十嵐依久子、健康課母子保健主査　

岡部奈緒子、子育て推進課主事　富樫大輔、かたばみ保育園専門員　五十嵐寿子、図書館主査　今野章、図書館専門員　舩岡里佳、図書館主事　吉住静香
○公開・非公開の別　　公開

○傍聴者の人数　　０人

○報告事項
（１）平成２９年度実施事業について（説明：図書館長　松浦）

事務局  説明
質　疑
（委　員）　　報告にあった「古典の日」とは。
（館　長）　　文化庁にて「古典の日」を11月1日に設定しており、これに合せ読書活動推進団体がイベントを開催した。過去に高山樗牛奨励賞を受賞した佐藤遼太郎さんを講師(現在は大学で古典の勉強をしている)に、研究発表が行われた。
会場の提供と共に、古典の本を会場に展示したいということで、図書館の本

を貸出した。
○協議事項

（１）推進計画事業の実施状況及び今後の方向性について   （説明：図書館専門員　舩岡）

・鶴岡市子ども読書活動推進計画　具体的な取り組み　(資料１)
事務局  説明
質　疑
（委　員）    平成２９年度の報告を聞き、担当課の連携が深まっていることを感じた。子供達のために、それぞれの立場で何ができるのか、何が連携してできるのか、それが大事であり、課題でもある。
平成２９年度に取り組んできた成果もあるが、平成３０年度のやるべきことの中で、いかに連携を深めていくのかを課題として計画を充実させていかなければならない。
（資料1）に「継続、充実」と書いてあるが、「継続」とは、決してそのままで良いという意味ではない。また充実とは、何が新しく充実し整えさせたのか、試みたのかということが現れてないといけないのでは。どんな手立てでいくのか明確に記載されていないと、学校、保育園、幼稚園等現場でも、何を充実させていかなければならないのか、わからないのではないか。（資料4）第３次山形県子ども読書活動推進計画を参考に、鶴岡市の計画に生かして行ければと。
また、新指導要領が変わるため、その趣旨も受けると学校図書館運営が、より充実していくのではないかと期待している。
 　学校教育課へ質問、各学校におけるこの読書活動推進計画周知状況は。子供の学力向上、心、人間性の育成、などいろんな意味でこれを下敷きにしてほしいと作成したわけだが、各学校の取り組みと、どこまですり合せているのか。

（学校教育課長）
 　　　　　　　具体的にどのようにして活用しているのか、回答のような形で求めたわけで　　

　　　　　　はないが、当然これに基づいて各学校の図書館計画を立て行っている。
ただ、共有されている部分はどこまでか、図書担当の先生方、図書司書の先生方 、実際に子供達に接している担任の先生方の間で、どのような共通認識がされているのか、まだ課題があろうかと。
数値目標も共有していく形で計画を立てるよう学校教育課として、おろしていかなければならないかと思う。
また、全国学力調査、山形県の学習状況調査等と整合性を取り、より具体的に学校で、共有していくことが大事なのではないか。
（委　員）　　現場の担任まで届かないことや、全職員がこれを理解するような研修が持てないなど、一部の人のものになってしまっている。

市、県、国とその動向、傾向、何を強調していけばいいのか、全職員で年間計画を立てる際に確認をしていく作業が必要ではないのか。
以前、田川司書の会の先生方と一緒に、不読の調査について全小中学校対象に、調べたことがあるが、不読の理由が全く同じである。この１０年余り、全く変わってない、読みたくない、読めない、読む本がない、忙しい、これがベスト4である。
　学校ではそれを踏まえ、常に工夫をし、子供達により多く読ませようとしている。アンケートの数値だけでなく、その事例を共有し、効果的な不読対策とすることが必要ではないか。県3次計画の事例も参考にしていただければと思う。
数値目標が、あと２年後に到達できるか難しい状況ではあるが、読書活動推進の手立てとして効果的な事例を共有財産とし、鶴岡市全体に広め数値目標に寄与していければ。数値には現れない良さを拾い上げていってほしい。

（委　員）　  近年、図書館にて素語りの研修をしている。素語りは、小さい子どもには難し
　　いのではと思われがちだが、いちばん読書に近い形といわれている。
本を読むということは、文字を読み取り頭の中でイメージするため、難しくて本を読まない子もいるのではないかと。それが楽しくなる前の段階で、耳から聞くお話で楽しむ、お話を理解できて感動したり面白かったり、ワクワクしたりすることが、読書の楽しさにつながるのではないかと。
実際に活動していて、手応えは絵本を読むときより感じている。しかし、素語りをできる人材不足もあり、是非先生方、学校ボランティアの方々も参加していただければと思う。
（委　員）　 　園、学校でも活動しているのか。

（委　員）　　 依頼があれば小学校には、派遣ボランティアとして伺っており、素語りも含
めいろいろ取り混ぜて行っている。
（委　員）　　そのことは、学校にて周知されているのか。
（事務局）　　 毎年、鶴岡地区だけではあるが、各学校に派遣おはなし会の希望を取り、日程的制限があるが、ボランティア団体と図書館担当と伺っている。
（委　員）　　 　　今、高校生がいちばん使うのが、スマートフォンである。非常に便利であり、全てがビジュアル的で効率的ではあるが、想像力のない世界といえる。特に、今の子ども達が使い始めるのが中学生時代であり、親世代もすでにスマホが当たり前になっている。
ビブリオバトルなど、中学生、高校生になると、すごくいいものになる。しかし、今の中高校生と親も含めて、読書、イマジネーション、想像力と、かけ離れた世界が取り巻く状態ではなか。いちばん有効なのは、幼児期ではないか。高校に入ってからでは遅く、もうすでに中学校時代には半数近くがスマホを持っている。これは親があたえている現状である。

（委　員）　　 我が子への読み聞かせ、学校でもボランティとして読み聞かせを行っている。
　　この読書活動推進計画は、実践している側であり理解できる。ヤングアダルトコ
ーナーを拝見したが、すごく面白そうな本がたくさんあると感じた。お話ボランティア団体作成のおすすめ絵本のリスト「さあ読みま～す」こちらも、レベルが高く、充実しており参考にしている。
しかし、なぜ読書をしなければいけないのか。楽しいだけではなく、思考力、想像力を育て、学びの基礎であり、人間性を養うということが目的だと思う。現代はスマホがあり、楽しみだけで、読書に向かわせることが難しいのでは。
いかに言葉の力を子供達につけるかということを、とても大事にしている。読み聞かせ活動をどんなにしていても、中学生、高校生になってからの読書量につながっているのか。どんなに絵本に親しんでも、自分で長編小説を読むか、それはまったく別の話であり、絵本が楽しいと別に、言葉の力をいかに国語教育の中で、つけるかということにも関心がある。
例えば、今は唱歌など難しい言葉の歌を歌わない、古典を読む機会がない。中学生、高校生であれば、百人一首など全部暗唱するぐらいであってほしい。
郷土のことでいうと、高校生くらいであれば藤沢周平作品を、全員が読んだことがあるなど、そういう取り組みがされていてもいいのかと。そこで連帯感、郷土に親しむという楽しみもあるかと思う。
絵本を楽しむという取り組みは充実しているが、本当に必要な意味での読書につなげていくには、別方向ではないかと。
（委員長）　　それぞれの考えや環境、実態に関係してくるのではないかと思うが、時代が変わり、どう対応するか。

行政側だけで、読書活動の結果を出すというのは、無理がある。図書館教育、読書教育と考えた場合にやはり現場中心に頑張ってもらいたい。
（委　員）　  小学校ですが、統合前は、移動図書館やまびこ号を利用する事ができ、子供達が本を借りることができたが、大きな学校と統合になることで読書環境が変わってしまう。
また、読書だけでなく、きめ細やかな活動がなくなってしまっているのではないか。児童図書の貸出冊数にも、学校統合が影響しているのではなか。
（委員長）　　 環境によっても違ってくる むずかしい問題でもある。
        　　　 子育て支援と読書と何か通うじるものはないか。

（子育て推進課長）

 　　　　　　　０歳児の保育園への入所率が増えており、園での保育時間も、早いところで午前７時半から午後6時半である。昔であれば、親が子育ての中で、家庭で読み聞かせをしてきたが、育児時間に変化があり、家庭によっては、本を読み聞かせしている時間が、少なくなっている現状ではないかと思う。
少ない時間でもお子さんと密着して触れ合いながら、本を読んでもらいたいと考えているが、実際のところは各保育園で低年齢児、3歳未満児、3歳以上児の各クラスにおいて、保育士による読み聞かせをしている状況である。

子育て推進課では、保育園のほかにも、学童保育所も主管している。０歳児から就学前までではなくて、小学6年生まで対象となる学童保育所は、児童館の管轄であるため、連携しながら図書コーナーを設けている状況である。
場所の提供だけではなく支援ができればと思うが、子育て推進課業務は、読書推進、親世代の教育ではないため限界がある。

保育園においては、研修も受けており、実践している保育現場の状況を説明してもらう。
（かたばみ保育園）

保育園では、テレビ、DVDではなく、生の声で直接語る絵本の良さに触れてほしいという願いを持ち、絵本を通して保育士と子ども、また親と子どもと触れ合うきっかけにと、読み聞かせを大事にしている。
いつでも絵本を手に取れる環境になっており、小さい子も、読んで欲しい本を自分で選ぶことができる。２歳以上は、お昼寝の前に毎日職員が読み聞かせを、3歳以上は、毎週木曜日に本を自分で選び、借りて持ち帰り、お家の方から読んでもらっている。玄関に本のコーナーを設け、親子で選び借りて行くこともある。

また、担任が子供の年齢にあった絵本を選び、年2～3冊くらいではあるが、本の一斉購入もしている。
５歳児に月2回、ボランティアの方々から絵本の読み聞かせ、素語りをしてもらっている。保育士だけではなく、ボランティアの方々とも触れ合いながら絵本を楽しんでいる。子供達は絵本が大好きで、小学校にもつなげていけたらという願いがある。
（委　員）　　 幼稚園、保育園、小学校、中学校、高校にて話をする機会が年間３０回くらいあるが、その印象からすると幼稚園、保育園、それから２歳児未満の子育て支援担当等の研修会では、非常に意欲的であり、どこの地区でも一生懸命取り組んでいる。
　特に保育園では、力を入れて先生方が研修に関わっていると感じる。お母さん方の子育てについての相談、研修会では、必ず絵本を持って行くようにしている。読書をする、子供に読み聞かせするという単なる楽しみだけではなく、親にとって子育てをする、教育をする、親自身が学ぶ 非常にいいチャンスになる。
深刻なのは、絵本から本当の読書に移る小学校中学年である。低学年は、読んでもらうことも、お話を聞くのも大好きだが、中学年になって一人読みをしなければならない時から、本から離れて行く。いっぱい字が書いてあるものに対する抵抗力が、ものすごくある。

児童文学にどのように触れさせるのか、学習と児童文学あるいは読書が、どのように授業の中で生かされているのか、参考にして読んで調べたり、感想を言ったり、感想画の授業に結びつけたり、中学年からいちばん授業改革をしなければならない。

小学校の先生のいちばんの課題は、中学年をどうするか。そのためには、校長以下、図書担当だけではなく担任までが読書に対する理解と、既成概念を取り払うことが必要。
また中学、高校と、どんどん離れて行くため、授業との接点をどう図るかが、課題になってくるのではないか。高校にも伺うが、非常に意欲が高く、読書想像力、いわゆる思い描く想像力も非常に新鮮な感性を持っており、今の若い生徒さん達は、みずみずしい感覚を持っている。
この前、ボランティアで秋田の中学生に読み聞かせをした。絵本だったが、深い意味ある絵本を読んだ。秋田は学力が高いと評判だが、彼らは本物の学力が高く、感性が非常にあると感じた。本物の学力というのは、数値に見える学力だけではなくて、感性を持って物事も見る、聞く、読書の持つ力に改めて感心した。中学校にもこういう機会がもっともっと必要。読書にどう結びつけるか、いろんな立場の人が、いろんなところで考え、情報交換していただければと思う。
（２）平成３０年度子ども読書アンケートの実施について（説明：図書館専門員　舩岡）
事務局　説明
（委員長） 他にありますか。
(健康課長)  　健康課と社会教育課、図書館と連携しているブックスタートについて、鶴岡市の総合健康センターにこふるにて、7ヶ月検診時に行なっている。他にも1歳6ヶ月検診時にも、絵本を用意し、親子で読んでいただけるようにしている。
（社会教育課長） 
先ほどありました高校生と藤沢文学について紹介します。
読者層が高く、作品を読み継いで行くという趣旨で、若年層への取り組みとして、３年前から中央高校と作品題名書道展を開催している。
書道部の生徒さんから何作品か読んで頂いき、その中から心に残った作品の題名を色紙に書き、それにどうしてこれを選んだか、どこが良かったかなど書き添えた作品を、館内またその後、市役所ロビーでも展示する取り組みをしている。書道展については、田川地区の高校対象に広めて行きたいと考えているが、各校のスケジュール調整が難しいところである。
また、中央高校の国語科の先生、生徒さんが記念館に来館し、新聞を作成する取り組みしているとのこと。
（委　員）　　全員ではないが、選択で藤沢周平作品の授業があり、読後の感想、おすすめの場面を紹介するような取り組みとなっている。
各学校でもなんらかの取り組みは、それぞれ行なっているが、数値と言われとなかなか難しい。
（教育長）　　 読書について、この2時間集中して考える時間となった。自分の読書遍歴を考えた時に、高校時代だけが何も思い出せない。高校時代何をしていたかと考えると、部活、勉強、音楽･･･、スマホのない時代でさえ読書について空白である。高校で数値と言われたら厳しいのかと。質的な想像力、自己表現と言う部分で鍛える時期になるのではと感じた。
　それと、学校体育、社会体育とあるが、読書では学校読書、社会読書、家庭読書と分類すると学校読書は学校、社会読書は図書館、家庭読書は、先ほどの3課連携したブックスタート事業などで、頑張っていかなければならない。
子供を中心とした読書について考える、とても有意義な会議となった。数値の実現も大事ではあるが、子供達に何を育んで行くかと言うことを、いちばん大事に進めて行かなければならない。
（３）その他　　特になし
５．その他　　特になし
６．閉会　　(教育部長　石塚)　
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